
創造のはじまり

アッラーは人類すべて
の父祖アーダムを大地
の土から作り、魂を吹き込み、命ある者となりました。
そして理性や知識という恩恵で栄誉を与え、彼への敬
意のために天使たちに平伏礼をするよう命じました。
それは、信仰し選択するという理性を与えられた被造物
であるからで、彼とその子孫は地上で暮らし、報いと清
算の日が来るまで試みられます。

最初の試練

アッラーはアーダムを楽園に住ま
わせ、彼のために人類の母となる
配偶者ハウワーを創造しました。
彼を和ませお互いに支えあうよう
にするためです。そして彼ら二人
を試みました。あらゆる果実を食べることを許可しましたが、
一つの木だけは例外でした。シャイターン（悪魔）が彼ら二人
に囁きかけ、その木から食べることを良い事であるかのよう
に飾り立てました。何度も繰り返し囁きかけ、ついに二人は
そこから食べてしまったのです。その後、自分たちの過ちを
認め悔悟してアッラーに帰り、アッラーは彼らの悔悟を受け入
れました。そして、ふたりを地上に降ろしたのが、はじまりの
第一歩でした。

地上での最初の一歩

アッラーがアーダムとハウワーの悔
悟を受け入れた後、彼らが創造さ
れた土のある地上に降ろしました。
そこで彼らにとってのはじめの一歩
を歩み始めまたのです。偉大なるアッラー
は彼らがそこで生き、死ぬこと、そして復活の日にはそこ
から呼び起こされることを告げたのです。アッラーの導き
に従った人は現世と来世で良いものを授かり楽園に戻
ります。誰でも拒否し迷い去った者は、復活の日にその行
いに応じた清算があります。

最初の罪

アーダムと彼の妻ハウワーは地上で暮らし子孫にも恵ま
れ、皆がアッラーを崇拝していました。しかし、時には人
間の（悪い）欲求が優ることもあります。アーダムの二人
の息子の内の一人が兄弟に嫉妬したのです。アッラーは
弟の捧げものを受け入れましたが、兄の捧げものは受け
入れなかったからです。兄は弟を殺害してしまいました。
はじめて流された人間の血です。その後、後悔しどうすれ
ばいいか戸惑いました。
アッラーは地面を掘るカラスを
遣わし、別のカラスの死骸を覆
い隠させました。遺体をどのように
処理し、隠すのか人間に分からせ
るためです。

唯一神信仰へと呼びかけるヌーフ

アーダムが地上に降りてから１０世紀が経過しました。       
アッラーと並べて偶像を崇拝していた多神教の民にアッラーは
ヌーフを遣わしました。崇拝行為を思い起こさせる物と
して、敬虔な故人たちの像を作ったことが原因でした。時
が経過し、彼らはそれらの像を崇拝するようになってしま
いました。ヌーフは９５０年間、さまざまな手段を用いて可
能な限り彼らを（正しい道に）呼びかけましたが、彼らは
反抗し不義を働き、呼びかけを拒否しました。そして、もし
真実なら懲罰をもたらしてみ
よ、と要求しました。ヌーフに従
ったのは少数の弱い立場の人
たちのみだったのです。

大洪水

アッラーの許可により大洪水は始まり、地下水は破裂するような
勢いで湧き出てきて、大雨も激しく降り注ぎました。パンを作る焼
き窯から水が噴出するという（出航の）印が確認されると、ヌーフ
と仲間たちは乗船しました。彼は言いました。その船行と停泊は
アッラーの御名において。船は走り出し、アッラーは彼を信じた者
たちを救い出したのです。そして、真理
と信仰を高慢にも拒否した者たち
は溺れてしまいました。

迷い去った息子

山のように大きな高波を船は進んだ後、ヌーフ（彼に平
安あれ）は高い丘の上に信仰と乗船を拒否した彼の息
子を見つけました。感情が揺れ動き、船に乗るよう息子
に促しました。しかし息子は頑迷に拒絶し、山に避難す
る、洪水から私を守ってくれるだろう、と言い張りました。          
そうして彼は他の者たちと共に溺れることになってしま
ったのです。

陸地の船

アッラーは、約束のときが来るまでに大きな船を造ること、
あらゆる生き物の雌雄と、あなたと共に信仰するものた
ちを集めるようヌーフに啓示しました。人々はヌーフの側
を通り過ぎると嘲笑しました。海から遠い陸地で造船し
ていたからです。
彼は言いました。あなたがたが嘲笑するように、私たち
もあなたがたを嘲笑しよう。あなたがたが要求した懲罰
がやってくるとき、あなたがたは知ることになるだろう。

砂丘

フード（彼に平安あれ）は、アラビア半
島南方のアードの民に遣わされた預言
者です。彼らはヌーフの子孫にあたり、
大洪水の後その地に移り住みました。
アッラーは彼らに頑強な肉体、健康、糧を与えました。
それで、彼らは多くの庭園や耕地を所有し、城や大きな建
築物を建てました。アードの民は背が高く、大きな体をして
いました。しかし彼らは地上において不正をなし、
傲慢、横柄でした。アッラーに同位者をたてて偶像
を崇拝しました。フード（彼に平安あれ）はアッ
ラーのみを崇拝するよう呼びかけたのです。
しかし彼らは傲慢に拒絶し、我 よ々り力強
い者があろうか？と言いました。
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（なぎ倒された）ナツメヤシの木の根幹

フード（彼に平安あれ）はアッラーに同位者を立て続けることによるアッラーか
らの懲罰を警告しました。しかし彼らの反抗と不信仰は増すばかりでした。
それでアッラーは冷たい暴風を７夜を含む８日間立て続けに彼らに送りました。
彼らは滅び、一人も生き残りませんでした。クルアーンが描写するように、彼
らのその巨躯は倒れて滅び、まるでなぎ倒されたナツメヤシの木の根幹のよ
うでした。そしてアッラーはフード、そして共に信仰した者たちを救いました。

山が彼らの住処

サムードの民は古いアラブの部族です。アードの民の後にやって
きてアラビア半島の北西側に住みました。山の掘削技術に長け
ていて、山に家をつくり住処にしていました。彼らの跡地は今も
残っています。彼らはアッラーに同位者をたて偶像を崇拝してい
ました。アッラーは、預言者サーリフ（祝福と平安あれ）を遣わしま
した。アッラーのみを崇拝し多神崇拝をしないよう呼びかけるた
めです。しかし、サムードの民は彼を嘘つき呼ばわりし、本当の事
を言っているなら、それを確証する奇跡を起こしてみろ、と要求
しました。

偉大な雌ラクダ

アッラーは、サムードの民に対する証明として、サーリフにあきらかな奇跡を
与えました。大きな雌ラクダを創造し、一日はその雌ラクダのミルクから部族
の人々全員に飲ませ、二日目には雌ラクダが水場から水を飲みました。
サーリフは、雌ラクダに危害を加えないように警告しましたが、人々の一部
は嘘つき呼ばわりし、雌ラクダを殺してしまいました。不信仰と不正は増し、
そのためサムードの民を全員滅ぼしてしまう強烈で強大な一声が襲いまし
た。彼らに対する報いであり後の人々に対する訓戒でもあります。サーリフ、
そして彼と共に信仰した者たちをアッラーは救いました。

イスマーイールとカアバ神殿の建設

イスマーイール（彼に平安あれ）は、イブラーヒームと彼の妻ハージャルの間に
授かった息子です。イブラーヒームは彼らを伴ってアラビア半島西部へ旅し、
アッラーが命じたように彼らを乾ききった谷間に残していきました。そこが
後にマッカと呼ばれる場所です。時がたち、彼らの所に戻ったイブラーヒー
ムは自分の息子を屠る夢（啓示）を見て、それを実行するための準備をし
ました。諸預言者の夢は真実であるからです。それで、アッラーの命令に応
えて実行しそうになった時、アッラーは天国からの羊を身代わ
りにしました。それはアッラーからの預言者に対する恩寵です。
そしてイブラーヒームは息子の助けを借りつつ、カアバ神殿を
建てました。（アッラーを崇拝するため）人々のために最初
に建立された館とするためです。

イスハークとヤアクーブ

イスハーク（彼に平安あれ）は、イブラーヒームと彼の妻サーラとの
間に授かった息子です。イブラーヒームは高齢で、彼の妻サーラは
不妊であったにも関わらず、天から天使が吉報をもたらし、
アッラーはイブラーヒームとサーラへの恩恵としてイスハークを
授けました。イスハークはイスラエル（アッラーのしもべという意
味）と呼ばれるヤアクーブ（彼に平安あれ）の父です。ヤアクーブ
には１２人の息子たちがいましたが、彼らがイスラエルの１２支
族で、彼らのなかの一人は、アッラーの預言者ユースフです

（彼に平安あれ）。
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一神教の先導者

イブラーヒーム（彼に平安あれ）はイラクの
バーベルの民と生活していました。彼らは、惑
星や偶像を崇拝していましたが、アッラーは唯
一神信仰へと呼びかけるためにイブラーヒーム
を遣わしました。彼はバーベルの民と議論し、
アッラーのみが崇拝に値することを論証しました。
そして彼らのなかの一般人から指導者層まで
幅広く議論し、確かな証拠を突きつけたのです。
しかし彼らは嘘つき呼ばわりし敵対し
ました。

もっとも大きな偶像

人々が祭日を祝うために出かけると、イブラーヒーム
は最も大きな偶像以外のすべての偶像を破壊し、
斧をその大きな偶像の手に持たせました。人々に偶
像は害することもなければ益することもないと分から
せるためです。人々が彼に問い質すと、イブラーヒーム
は最も大きな偶像が行ったことだと言いました。
彼らの信条の誤りを明らかにするためです。石にす
ぎない偶像にはそのようなことはできないと分かっているから

です。人々はイブラーヒームを
火あぶりの刑にするため大き
な火をおこし、彼をそこに投げ
入れましたが、アッラーはかれ
の恩恵によりイブラーヒームを
救いました。 
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ファラオの家で育つ 

エジプトの統治者であったファラオは、イスラエルの子孫に過酷な
懲罰を与え、全ての生まれてくる男児を殺害していました。イスラ
エルの子孫から誕生する子供がファラオの支配を終わらせるとい
う預言があったからです。アッラーは木製の揺りかごに赤ん坊の
ムーサーを置き、川に流すよう、アッラーが守るであろうことを
ムーサーの母親に霊知によって示されました。その後、ファラオの

妻は流れている揺りかごを見つけ、それを
持ってくるよう命じました。彼女は拾った
赤子のムーサーを我が子のように愛しま
した。こうして、ムーサーは敵であるファラ
オの家で育ったのです。

15
ムーサーの預言者性と奇跡：

成長したムーサー（平安あれ）は、
エジプトを出てマドヤンと呼ばれ
る町へ行き、そこの女性と結婚しま
した。エジプトへと戻る道中、
トール山を通りかかり、遠くから火
を見たムーサーはそれに近づき
ました。
その時、アッラーはムーサーに語りかけ啓示を下しました。
そして、イスラエルの子孫のための導きと、ファラオを正
道へと呼びかけるために遣わされました。杖を投げると
確かな蛇へと変わり、懐に手を入れて出すと白く光り輝
くという二つのしるしを与えられました。また、トーラを  
下し、人々にとっての光、導きとされました。

宣教と対峙の同伴者ハールーン

ムーサーはアッラーにハールーンを同伴者として遣わす
ようお願いしました。ハールーンは雄弁で、宣教におけ
る困難の助けとしたかったからです。ふたりは宣教のた
めにファラオのもとへ行きました。アッラーの様々な恩恵
を思い起こさせて、アッラーに関して教えましたが、否定
して傲慢に振舞いました。ムーサーはファラオにいくつか
の奇跡を見せましたが、ファラオはムーサーとハールーン
を魔術師と非難し、ムーサーと対決させるために魔術師
たちを集合させました。アッラーはムーサーの手によって
真理を示され魔術師たちは信仰しました。ファラオは憤
慨しました。

海の分裂：

ファラオは、ムーサーとイスラエルの子孫たちを暴虐的
に制圧することに決めました。ムーサーと人々は海の方
角へと逃げました。ファラオとその軍勢は後を追いまし
た。ムーサーが海に到達すると、イスラエルの子孫はも
う逃げ場はないと思いました。アッラーはムーサーに杖
で海を打つよう命じました。海はアッラーの力によって
左右に分裂しました。ムーサーと人々は乾いた海底を
歩きました。アッラーが彼らを救い海を渡り終えると、後
を追ってきたファラオとその軍勢は海の真ん中にいて、
アッラーは海を元に戻し、ファラオとその軍勢を溺れさ
せました。
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処女マルヤム：

イスラエルの子孫の中でも崇拝において優れていた男
イムラーンの娘で、アッラーが選ばれた家系の者でした。
クルアーンの中で二番目に偉大な章とされる章の名が
この家系の名で名づけられました。（イムラーン家章）    
イムラーンは妻が子を産む前に亡くなりました。妻は産
まれてくる子をアッラーの崇拝と崇拝所の奉仕のために
アッラーに捧げることを誓いました。産まれた子がマル
ヤムで、おばの夫であったザカリーヤー（平安あれ）が養
育しました。彼女を崇拝所へと連れて行き教育しました。
マルヤムは世界中の女性の中で最良で最も完成された
女性のひとりです。

奇跡の子：

アーダムを父母なしに創造されたように、
アッラーはイーサー（平安あれ）の誕生も
奇跡的なものであることを望まれました。
男性に触れられたことのない処女マルヤムに胎児を与えら
れました。妊娠のしるしが顕著になった時、マルヤムは人々
から遠ざかって出産しました。赤子のイーサーを抱えて人々
のもとに行くと、彼らは彼女を非難して、どこから赤子を連
れてきたのかとたずねました。彼女は答える代わりに、赤子
を指さしました。人々は「揺りかごの赤子がどうやって話すの
か？」と言いました。アッラーは奇跡を達成させるために赤子
であるイーサーに話させました。

「私はアッラーのしもべです。啓典を私に与えられ、預言者と
され、どこにいようと私を祝福されました。」と言ったのです。

イーサーの奇跡と預言者性：

イーサー（平安あれ）は誕生時からどこにいようと祝福
され、アッラーは彼を通して様々な奇跡を起こしたので
す。不治である盲目の者、皮膚病、病人らをーアッラーの
お許しのもとー治療しました。泥で鳥を形作り、アッラーが
それに命を創造され生ある鳥となりました。アッラーはイーサーに啓典
インジール（福音）を下されました。そこには、人々にとっての光と導き
があり、ムーサーに下したトーラーを確証する唯一神崇拝の教えがあ
りました。一部の人々は信仰しましたが、多くの権力者、宗教者、統治
者たちは彼に敵対しました。

移住（ヒジュラ）

アッラーの使徒は、彼の民クライシュ族を以前の使徒たちと同じ
メッセージへと呼びかけました。それは、アッラーの唯一性と、
アッラーのみに崇拝行為を捧げることです。彼らの幾人かは信仰
しましたが、クライシュ族の有力者や指導者層は嘘つき呼ばわり
して敵対し、危害を加えました。そのため、彼は教友たちと共に
マッカからマディーナへ移住しました。そこの住人の多くがすでに
信仰していたからです。彼が到着したとき、崇拝行為と教育、集会
のための拠点としてマスジドを建てました。そして彼と多神教徒
たちの間で、さまざまな戦闘や紛争が起きるようになりましたが、
アッラーは最終的に預言者ムハンマド様に勝利を与え、迫害され
て追い出されたマッカを勝利とともに開城し、危害を加えた住民
のことを赦しました。

十字架に磔にされたことの真実：

イーサー（平安あれ）の敵対者たちは、彼の
殺害を決意して、実行に移したのですが、
クルアーンはこの時イーサー（平安あれ）が
生きたまま天に昇ったこと、アッラーが敵のひとりをイーサー
に似せて、その人物をイーサーと思い込んだ敵対者たちが彼
を捕らえて殺害して十字架に磔にしたこと、しかし、イーサー
は天に上げられており、復活の日の前に再び地上に現れる
ことを強調しています。

最後のメッセージ

アッラーの使徒はクルアーンの教えを広め、傾聴した
者たちの心や考え方を変えました。アラブの諸部族
は、以前から続く天啓宗教の最終であるこの教えを信
仰しました。アッラーの使徒ムハンマド様は西暦６３３年
の６月８日にアッラーのもとに召されました。
アッラーの最後の預言者としてメッセージ
を伝え、信託を果たし、彼の兄弟である     
以前の諸預言者が呼びかけたこと、
アッラーの崇拝、唯一神信仰、アッラー
の偉大視、教えに従うことへと呼び
かけました。そして、彼に従う人たち、
教友たちは後に、良き性格と良き付
き合いによってイスラームを広める
ため地上を進み続けました。
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光明の誕生

イブラーヒームがマッカに建設したアッラーの館
カアバ神殿は、人々の目指す巡礼地として残
り続けました。５７１年、イエメンの王様で
エチオピア人のアブラハは、カアバ神殿を攻め、
破壊しようと企みました。象を先頭においた
軍と共に彼はやってきました。
しかし、アッラーはカアバの近くにさしかかった所で彼の軍隊を壊
滅させたのです。この館には守護する主がおられるのだ、との
アラブ人の確信は増しました。同年、アッラーの使徒ムハンマド
様が誕生しました。彼はイブラーヒームの息子でアッラーの預言者
であったイスマーイールの血筋に当たります。アブドゥルムッタリブ
の子のアブドゥッラーの子のムハンマド様です。そして彼の祖父
はクライシュ族の長で、彼の父は彼が生まれる前に亡くなりま
した。そのため祖父のアブドゥルムッタリブが彼を養育し成長し
ていきました。他の家族の者たちと同様に彼は読み書きを知ら
ず、マッカの谷間で羊飼いをしていました。

唯一神信仰

崇拝に値するのはアッラーのみで、他は崇拝に値しない、と信仰することです。
あらゆる種類の崇拝をかれのみに捧げます。たとえば、祈願や、畏敬の念、かれの
みを拠り所とし、礼拝を捧げることなどです。正しい崇拝対象は至高なるアッラー
以外にありません。アッラーが創造者でそれ以外は被造物です。

多神教

アッラーと並んで、この世界を統御したり、存在させたり、消滅させたり、生を与え
たり、死なせたり、その他にもアッラー特有の物を別の存在にもあると信じること
です。あるいはアッラー以外に、ある種の崇拝行為を向けることです。それが偶像
であれ、預言者であれ、アッラーに近づけると信じられている媒介者であっても同
じことです。礼拝や祈願、その対象を拠り所とするようなこと、それらは、すべての
使徒たちが多神崇拝であるとして警告しました。

啓示

アッラーからの預言者へのメッセージのことです。人々にとって義務である行いを伝
え、人間社会をアッラーへと導くためにアッラーの御言葉と規則の詳細を人々に伝
達するものです。それはさまざまな手段を通して行われます。大天使ジブリールが
使徒の許に来訪することもあれば、ムーサー（彼に平安あれ）のようにアッラーが
直接使徒に語りかける場合もあります。

使徒性と預言者性

人間の中から神の啓示を受ける資格のある誠実な者を主は選ばれます。アッラー
のメッセージと唯一神信仰、多神教についての警告を伝えるという重要な任務を
担うのです。そして、その伝達という道に待ち受けている苦難や困難を耐えなけ
ればいけません。すべての民族に彼らの中から使徒が遣わされました。使徒たち
は人々をアッラーのみの崇拝、同位者を立てないことへと呼びかけました。すべて
の使徒は誠実でアッラーを畏れ、信頼のおける人たちでした。アッラーに命じられ
たことをすべて伝達し、隠蔽や改ざんをしません。そして自分たちの手で、一文字
でも追加したり、減らしたりもしませんでした。

使徒と預言者

使徒は新たな戒律を授かった者とされます。預言者は以前に人々に遣わされた
使徒の戒律を啓示されますが、長い年月の経過後、戒律とメッセージを再度思い
起こさせ、教えに忠実であるよう人々に呼びかけるのです。

イスラーム

それは、アッラーのみの崇拝、多神教からの解放をもってして、完全に服従して帰
依することです。戒律の細かい部分に関しては、時代によってそれぞれの人々に
合わせられた多少の相違があったにせよ、すべての預言者たちの伝えた教えは
同じでした。そして、完成された最後の宗教としてアッラーの使徒ムハンマド様が
遣わされたその宗教のことを特にイスラームと言います。その宗教は以前のすべ
ての預言者たち、イブラーヒームやムーサー、イーサーなどがもたらした教えを再
度強調するものです。

奇跡

それは超常現象で、人間の知っている自然法則を破るものです。アッラーはそのよ
うなことを預言者にたいして、その使徒性と預言者性を（証明する）助けとして起
こさせました。ちょうどムーサーの杖が蛇に変化したり、彼のために海を割ったり
したことが挙げられます。そしてイーサーが盲目の者や、皮膚病患者を治療した
のも奇跡によるものです。

光の山

アッラーの使徒ムハンマド様は、最も優れ完成された性格ととも
に成長しました。部族の者たちがムハンマド様の事を誠実で信
頼のおける者、と呼んでいたほどです。彼は人々が多神教で、偶
像を崇拝していることを嫌悪していました。マッカ近郊の山の洞
窟で幾夜も一人瞑想、熟考しアッラーを崇拝することを好むよう
になります。彼が４０歳になった時のある日のことです。いつもの
ように洞窟で崇拝していましたが、（「預言者よ」創造をされたあ
なたの主の御名において「啓示されたクルアーンを」読め。かれ
は人間を一塊の凝血からお創りになった。読め、あなたの主は
最も貴いお方。筆（記）を教えになったお方。人間に彼が知らな
かったことを教えて下さったお方。）という至高なるアッラーのお
言葉である啓示と共に大天使ジブリールは初めて現れました。
これらはクルアーンの中で預言者（彼に祝福と平安あれ）に最
初に下された諸節です。

アッラーは、ユーヌス・ビン・マッターを人々へと遣わしました。しかし人々はユーヌスを嘘つき呼ばわ
りし、彼は憤慨しました。そして、アッラーが許可をあたえる前に、その村から出ていき旅のために船に乗
りました。それでアッラーは試練を与えられました。船から海に投げ落とされ、巨大な鯨に飲み込まれたのです。
ユーヌスはクジラの腹のなかでアッラーを讃え彼に熱心に祈り言いました。（あなたの外に神はいません。

（完全無欠な）あなたを称えます。本当に私は不義の徒のひとりでした。）アッラーは祈りに応え、彼を救い出しました。海の波
は彼を海岸に打ち上げました。それから人々の許に戻り、信仰へと呼びかけ、人々は信仰しました。

ユースフは、イブラーヒームの息子イスハーク、イスハークの息子ヤアクーブの息子です。幼少時に１１の
惑星と太陽と月が彼に平伏する夢を見ました。それからアッラーはさまざまな試練を課しました。
兄達は嫉妬から彼を井戸に投げ捨てました。その後、奴隷として売られ、それから無実の罪を着せられ
投獄されましたが、彼は試練に耐えました。それでアッラーは彼の位階を高め、エジプトの統治者にな
りました。そして彼に不正を働いた者たちを許し、１１人の兄弟と、母親と父親はエジプトにやってきて、
彼に敬意を示す平伏礼をしました。アッラーは彼の見た夢を真実とされたのです。

アッラーの預言者シュアイブは雄弁で説得力のある語り手でした。アッラーは彼をマドヤン
の人々に遣わしましたが、彼らは多神教徒で不正と騙しが蔓延していました。シュアイブ
は訓戒を与え、唯一神信仰、人との関わりにおける正義、誠実さへ導こうとしました。
マドヤンの人々は彼を嘘つき呼ばわりし、危害を加えました。しかしアッラーは、シュアイブ
と彼と共に信仰する者たちを救い、他の者たちは全員滅ぼしました。

イスラエルの子孫に遣わされた預言者たちで、アッラーのみの崇拝、唯一性、アッラーの教えに
忠実であることへと呼びかけ、抑圧者であった王たちと対峙しました。クルアーンは、イルヤース
の人 と々の偶像崇拝に関する議論を語っています。イルヤースは人々に言いました。「なぜ、
あなた方とあなた方の先祖たちの主であるアッラーの崇拝を放棄して偶像に祈るのですか？」
人々は彼を噓つきとしたため、アッラーは彼らに罰を与えました。

ルートはイブラーヒームの甥です（彼に平安あれ）。彼はイブラーヒームの呼びかけに応えて信
仰し、それから預言者として選ばれました。アッラーは彼をサドゥームとアムーラ（ソドムとゴモラ）の
村に遣わしました。彼らは不信仰であると共に、男性同士の性行為という醜悪な行いに耽って
いました。公然と集会の場でそれを宣伝し、拒絶する者には敵対し攻撃しました。
ルートは彼らに呼びかけて導こうとしました。しかし彼らは嘘つき呼ばわりし危害を加えました。
アッラーは彼らからルートを救いました。そしてアッラーは（天使の）一声の叫びで、彼らを地の底
に突き落とし（地面に飲み込ませ）、地面が彼らの頭上にひっくり返り、その下敷きとして生き埋
めになり、その上に積み重なった硬い泥土からなる石を降らせたのです。

ダーウードは優秀な鍛冶屋でした。イスラエルの子孫たちと共に抑圧者ジャールートと戦い、ダーウードは
彼を倒しました。ダーウードの名は知れ渡り、アッラーは彼を預言者として選び、王権を与え、ザーブールの
啓典を啓示しました。自らの手で以前にはなかったような素晴らしい盾を作っていました。とても綺麗な声
を持っていたため、鳥たちや山 も々彼の賛美や読誦と共に賛美、読誦していたのです。優れた崇拝行為、
ズィクル（唱念）、断食で知れ渡りました。

ダーウードの息子スライマーン（彼らに平安あれ）は、アッラーが預言、英知、敬神の念を授け、以前のどの人間にも与えられ
なかった様々な力を与えました。アッラーは彼に鳥との対話の術を教え、人間とジンの軍勢を管理下に置かせ、風を彼の命
令によって望むままに動かさせました。鳥のヤツガシラが、太陽を崇めるイエメンの女王とその民に関する知らせを携えてき
ました。スライマーンは自分の王国へと女王を招待し、万有の主を信仰するきっかけとなる力と可能性を見せました。

イドリースはアッラーの預言者たちの中の一人です。アッラーの預言者ヌーフの先祖に当たります。ク
ルアーンは彼を偉大な信仰と誠実さの持ち主と形容します。アッラーは彼の位階を預言者性と信仰
によって高めました。アッラーの使徒ムハンマド様は、ミウラージュ（昇天）の旅のとき第四の天で彼
を見かけました。ペンで何かを書いた最初の人物はイドリースだと言われています。

大洪水は終わり、ヌーフの船はアル＝ジューディー（イラク地方のモスル近郊の山、あるいは       
シナイ山との説あり）の上で泊まりました。そして、彼を信じる者たちと共に再び地上に出ました。
彼の息子たちとその子孫たちは方々に散っていきました。現在、地上の人々は、すべて大洪水
から救われたヌーフの息子たち、サーム、ハーム、ヤーフィスの子孫です。

アッラーが人々に送った預言者のひとりで、病と貧困によって試練にかけられました。病と皮膚病のため
に人々は彼から遠ざかりました。このような状況が数年間も続き、周りにはわずかな親戚の人 し々か残り
ませんでした。彼はアッラーに「私に災難が降りかかりました。それでも、あなたは慈しみ深い者の中でも、
最も慈しみ深いお方であられます。」と祈りました。アッラーは祈りを聞き入られ、足で地面を蹴るよう命
じました。すると冷たい水が湧き出し、その水を飲み、身体を洗うと、すぐに病は癒されました。アッラー
は彼に富を恵まれ、別れ離れになった家族を戻されたのです。

ザカリーヤー（平安あれ）と彼の妻は、産まれてくる子供をアッラーの崇拝に専念させると誓ったイムラーンの妻の親戚でした。そうして、イム
ラーンの妻は処女マルヤム（マリア）を産みました。ザカリーヤーが彼女を養育、教育しました。当時、ザカリーヤーは高齢に達していて、妻も
不妊でした。ザカリーヤーがマルヤムのもとを訪れる度に、彼女のもとに季節外れの食べ物、果実、果物がありました。彼女にたずねると、

「本当にアッラーは、かれがお望みの者に、際限なくお恵みになるのです。」と言いました。その時、ザカリーヤーは子供を与えてくださ
るよう主に祈りました。そうして、ヤヒヤーが産まれました。彼は預言者で、アッラーは英知と、力を幼少の彼に与えられ、親孝行、
敬神、多くの崇拝をする人でした。

アッラーはイーサー（平安あれ）の後、約５００年もの長い間、預言者を送られませんでした。その期間、わずかな人々のみが、
イーサーあるいはムーサー（彼らに平安あれ）がもたらした真理の宗教、タウヒード（唯一神崇拝）を守って、地上に離散し
ていました。シルク（多神崇拝）、不信仰、背信行為は地上の方々を埋め尽くしていました。アラブ半島もその一部で、それは
最終的なメッセージの時が来ることを示していました。
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イドリースと彼の高い位階

忍耐の人アイユーブ
クジラの腹のなかのユーヌス ユースフ（彼に祝福と平安あれ） 指導者・預言者ダーウード 王たちの中の最大の王権と最良の敬神者スライマーン（平安あれ）

ヌーフ（彼に平安あれ）
フード（彼に平安あれ）

サーリフ（彼に平安あれ）

イブラーヒーム（彼に平安あれ） ムーサー（彼に平安あれ） イーサー（平安あれ） ムハンマド様（彼に平安あれ）3

クルアーンは２５人の預言者について語りました。彼らが遣わされたのは、人々を導くためで、
アッラーのみの崇拝という人生の目的に気づかせるためです。あらゆる人々の集団に警告者や
使徒は遣わされ、アッラーの宗教に従順であるよう呼びかけ、社会の改善と正義の実現のため
に努力しました。彼ら（使徒たち）は全員もっとも優れたアッラーの被造物です。ムスリムは、彼ら
全員がアッラーの使徒であり、誠実で（人間として）完璧な性質を有する者たちであることを
信じなければ信仰は達成されません。使徒たちの中から２５人しか述べられていないのは、
訓戒を得ること、熟考することが目的だからです（そのために必要な分のみ語られたという
こと）。そして、使徒たちの最後で封緘であるのがアッラーの使徒ムハンマド様です（彼に祝福
と平安あれ）。２５人の預言者たちについて大まかに見ていきましょう。

クルアーンが言及した25人の預言者

幾人かの使徒たちの場所を示す地図

1 アーダム（彼に平安あれ）

“これこそがイスラーム”の制作
プロジェクトの一部
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